
研究のねらい

「私学の未来」
―変革期に対応する私学教育（私学力）―

平成２０年６月５日（木）～６日（金）の２日間

リーガロイヤルホテル東京 東京都新宿区戸塚町1-104-19 ℡ 03(5285)1121

※研修会に関するお問い合せは、日本私学教育研究所（電話03-3222-1621）にお願いいたします。

２１０名

理事長・校長ならびに副校長・教頭またはこれに相当する管理職の方

演 題 「教育が拓く未来」

講 師 ジ ャ ー ナ リ ス ト 櫻 井 よしこ

演 題 「私学情勢について」
講 師 日 本 私 立 中 学 高 等 学 校 連 合 会 会 長 吉 田 晋

演 題 「教員免許更新講習の動向と私学の対応」
講 師 財 団 法 人 日 本 私 学 教 育 研 究 所 主任研究員 山 路 進

新教育基本法、教育再生会議の提案など国の教育行政は大きな転換期を迎えています。学校評価制度、教員免許更新制度、新
指導要領など大きな流れが動きだしています。

ゆとり教育から学力重視への変化は、中高一貫教育とも相俟って公立学校の私学化であり、相対的に私学の特色が色あせたも
のになる危険も含んでいます。

今回の研修は、今年度より中高連会長に就任された吉田 晋先生と、ジャーナリストとして活躍されている櫻井よしこ先生の講
演を基調に、パネル・ディスカッションでは、国の教育改革に対応するこれからの私学の未来像を掘り下げ、参加者全員で考え
たいと思います。

そのあと、各テーブルの司会進行は東京の先生方にお願いし、「教員養成」「学校評価」等のサブテーマ別のグループに分かれ
話し合っていただきます。新教育基本法で私学の位置付けははっきりしましたが、その立場を実効あるものにしていくために、
これからは私学としての見識や交渉力が大いに問われてきます。真の「私学力」を考え、私ども私学間の共通認識を一層必要と
する時代に、ぜひ多くの先生方の参加を望みます。

会 期

参加資格

基調講演

平 成 ２０ 年 度

主催 財団法人日本私学教育研究所

後援 東京都・東京都私学財団・東京私立中学高等学校協会・日本私立中学高等学校連合会

全国私立中学高等学校

私学経営研修会
実 施 案 内

未来を担う
私学人の育成

会 場

募集人員

講 演 Ⅰ

講 演 Ⅱ

プロフィール ベトナム生まれ。新潟県立長岡高等学校卒業。ハワイ大学歴史学部卒業。1971～74

年クリスチャンサイエンスモニター紙東京支局勤務、1975～77年アジア新聞財団DEPTH NEWS記

者、1978～82年アジア新聞財団DEPTH NEWS東京支局長、1980～96年NTVニュースキャスタ

ー、1980～現在、ジャーナリスト。1994年度SJ賞（女性放送者懇談会賞）、1995年度第26回大

宅壮一ノンフィクション賞、1998年度第46回菊池寛賞を受賞。著書に「何があっても大丈夫」(新潮

社、2005年2月)、「世の中意外に科学的」(集英社、2005年3月)、「国売りたもうことなかれ 論戦

2005」（ダイヤモンド社、2005年7月）、「『女系天皇論』の大罪」（鼎談録、PHP研究所、2006年

2月）、「この国を、なぜ、愛せないのか 論戦2006」（ダイヤモンド社、2006年5月）、「気高く、強

く、美しくあれ」（小学館、2006年8月）、「日本よ、勁き国となれ 論戦2007」（ダイヤモンド社、

2007年7月）、「日本よ、『歴史力』を磨け」（文藝春秋、2007年9月）、「異形の大国 中国」（新潮社、

2008年4月）等多数。



テーマ 「私学の未来―変革期に対応する私学教育（私学力）―」

パネリスト 朝 日 新 聞 編 集 委 員 氏 岡 真 弓

パネリスト 本 間 教 育 研 究 所 所 長 本 間 勇 人

パネリスト 東 京 女 子 学 園 中 学 ・ 高 等 学 校 理事長・校長 實 吉 幹 夫

コーディネーター 水 戸 女 子 高 等 学 校 校 長 鈴 木 康 之

テーマ 「私学力の向上に向けて―私学の自主性・独自性の追求―」

櫻 井 よしこ（ジャーナリスト）

氏 岡 真 弓（朝日新聞 編集委員）

本 間 勇 人（本間教育研究所 所長）

吉 田 晋（富士見丘中学・高等学校 理事長・校長）

實 吉 幹 夫（東京女子学園中学・高等学校 理事長・校長）

中 川 武 夫（淑徳巣鴨中学・高等学校 校長）

長 塚 篤 夫（順天中学・高等学校 校長）

鈴 木 康 之（水戸女子高等学校 校長）

山 路 進（財団法人日本私学教育研究所 主任研究員）

渋 谷 浩（財団法人日本私学教育研究所 次長）

平 智 美（財団法人日本私学教育研究所 研究研修総括課課長補佐）

講師・専門委員・指導員 (順不同)

パネル・ディスカッション

担 当
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6月5日 受 開 講演Ⅰ
会 基調講演 昼 食 パネル・ディスカッション 教育懇談会

(木 ) 付 式 (報告 )

6月6日 グループ・ 閉
講演Ⅱ ディスカッション 報 告 会

(金 ) (昼食等含む） 式

日 程

グループ・ディスカッション

参加の先生方に数グループのテーブルに分かれていただき、研究協議を行っていただきます。

グループ分けを行わせていただくため、下記のＡ～Dのサブテーマのうち、ご希望のテーマを

選び、参加申込書の所定欄に第2希望までご記入ください。研究協議後に各グループで話し合

われた内容について報告をいただきます。

（サブテーマ） A ．「 教 員 養 成 」

B ．「 教 育 の 独 自 性 」

C ．「 学 校 評 価 」

D ．「 高 大 接 続 」



1)申 込 参加申し込みの注意をよくご覧になったうえでお申し込みください。

2)申 込 先 財団法人日本私学教育研究所 研究研修総括課

〒102-0083 東京都千代田区麹町3-1-1麹町311ビル8階

電話 03(3222)1621 FAX 03(3222)1683

ホームページ http://www.shigaku.or. jp/

3)申込締切日 平成20年5月23日（金）必着

申し込みは先着順に受け付けいたしますので募集人員をこえた場合は、期日前でも締め切ら

せていただくことがあります。

３６，０００円

申し込み手続き完了後、参加確認証をご本人宛にお送りいたしますので、研修会当日受付

にご提示ください。参加確認証が届かない場合は、上記申込先までご連絡ください。

当 研究 所で は、 参加 され る先 生方 の個人情報は、厳重に管理・保護の上、その取扱いについては、法令その

他の 規範 を遵 守し 、細 心の 注意 を払います。参加申込書にご記入いただく個人情報は、参加確認証および研修

会参 加の ため に必 要な 書類 の送 付、実施要項の名簿の作成、当研究所の研修会開催等の情報の送付、また何ら

かの理由で研修会に参加される先生方に連絡する必要が生じた場合のみに利用いたします。

1. 参加費 36,000円を別紙指定払込票で郵便局または指定銀行に払い込み、「郵便振替払込受領証」を受け

取ってください。（参加費の領収書に代えさせていただきます。）

※指定払込票以外（各金融機関設置の払込票）での払い込みは事務処理上お取り扱いできません。

※指 定 払 込 票 へ の 記 入 は 、 注 意 書 き を お 読 み い た だ き 、 必 要 事 項 を 必 ず 記 載 し 、 記 入 漏 れ の な い よ う に

お 願いい たし ます 。(記入 漏れ 等の場 合、 参加確認証の発送が遅れる場合がございます。また振込後に

記入漏れ等に気づいた場合は、速やかに当研究所研究研修総括課にご連絡ください。）

2. 参加費は、現金書留での支払も可能です。その場合、参加申込書を必ず同封して、直接研究所宛にお送り

ください。現金書留の場合、参加確認証をお送りする際、領収証を同封いたします。

指定払込票を紛失した場合等は、現金書留をご利用ください。

3. 裏面の参加申込書に必要事項を記載のうえ、研究所宛に郵送またはＦＡＸにてお送りください。その際、

参加申込書の所定欄に振替払込金受領証(コピー)をはがれないように糊付けしてください。

4. 研修会に不参加の場合、返金の精算は研修会終了後約１カ月かかりますので、あらかじめご承知おきくだ

さ い。 なお 、6月 2日（月 ）以 降に 不参 加の 連絡 があ った 場合 、いっ たん 納入された参加費は返金できま

せん。研修会資料等の発送をもって代えさせていただきます。

5. 〔 宿 泊 〕 リ ー ガ ロ イ ヤ ル ホ テ ル 東 京 （ 会 場 ） の 宿 泊 を ご 希 望 の 方 は 、 研 修 会 参 加 申 込 書 の 「 宿 泊 申 込

み 」 欄 に ご 記 入 く だ さ い 。 な お 、 ６ 月 ５ 日 の み 宿 泊 可 能 で す 。 ま た 、 満 室 で 、 お 受 け で き な い 場 合 も ご

ざいますのでご了承ください。（予約〔可あるいは不可〕は、日本私学教育研究所から送付される参加確

認証に記載いたします。お気づきの点があればご連絡ください。）

リーガロイヤルホテル東京（会場）

東京都新宿区戸塚町1-104-19 電話 03(5285)1121

なお、下記の宿泊施設も併せてご紹介いたします。予約・お問い合わせにつきましては、恐れ入りますが、

直接、宿泊施設（ホテル）にご連絡ください。

アルカディア市ヶ谷（最寄り駅：市ヶ谷駅）

東京都千代田区九段北4-2-25 電話 03(3261)9921

※部屋数に限りがございますので、すでに満室になっている場合は、お受けできません。

参加確認証

参加申し込みの注意

参加申込み方法

参 加 費

個人情報の取扱について

料金 22,000円（ツイン又はダブルルームお１人利用の場合）

料金 12,500円（ツイン又はダブルルームお２人利用の場合） } ※１泊朝食付、税･サービス

料込、お１人あたりの料金。

※１泊朝食なし、税・サービス料込、お１人あたりの料金。

料金 9,500円～（シングルルームお１人利用の場合）



■電車をご利用の場合

・地下鉄東西線早稲田駅 3a出口 徒歩7分

・地下鉄有楽町線江戸川橋駅 1b出口 徒歩10分

・都電荒川線早稲田駅 徒歩3分

■都バスをご利用の場合

・高田馬場駅より ④⑤乗り場 上野公園行き（上69系統）、九段下行き（飯64系統） → 早稲田下車

② 乗り場 早大正門行き（学02系統） → 早大正門下車

・新宿駅より 西口ロータリー②乗り場 早稲田行き（早77系統） → 早稲田下車

★無料シャトルバス（ホテル⇔高田馬場駅）

〈時刻表〉 ホテル 発 9～21時 各00分・30分

高田馬場駅発 9～21時 各10分・40分

〈定 員〉 25名 ※定員を超えた場合、ご乗車できませんのでご了承ください。

〈乗り場〉 JR山手線、西武新宿線高田馬場駅 早稲田口を出て右、または地下鉄東西線高田馬場駅5

番出口すぐ。駅前ロータリー内、FI ビル前。

★主要駅等からの交通案内（地下鉄東西線早稲田駅あるいは地下鉄有楽町線江戸川橋駅まで）

羽田空港→＜京急空港線青砥方面行＞→日本橋→＜東京メトロ東西線中野・三鷹方面行＞→早稲田

東京駅→＜東京メトロ丸ノ内線池袋方面行＞→大手町→＜東京メトロ東西線中野・三鷹方面行＞→早稲田

※羽田空港→早稲田（約1時間）、東京駅→早稲田（約30分）

★アルカディア市ヶ谷より （市ヶ谷駅）→＜東京メトロ有楽町線池袋方面行＞→江戸川橋（約15分）

※掲載している所要時間は、交通事情により、遅れる場合がございますので、ご了承ください。

会場（リーガロイヤルホテル東京）道順案内



平成20年度 全国私立中学高等学校

私学経営研修会 参加申込書
（ふりがな） 男

① 参 加 者 氏 名

女

③

② 学 校 名 職

名

〒

④ 学 校 住 所

電話番号 （ ）

⑤ 参 加 確 認 証 送 付 先 〒
※ 上 記 の 参 加 者 ご 本 人 、 ま た は

学 校 住 所 以 外 へ の 送 付 を 希 望
する場合にご記入ください。 （受取人氏名 ）

⑥ 参 加 者 連 絡 先 ※

※緊急の場合、確実に連絡がとれる携帯電話番号・自宅電話番号等をご記入ください。

⑦ リーガロイヤルホテル東京 (会場 )の宿泊をご希望の方は右欄に○をご記入ください。

なお、お二人で宿泊の場合、右欄に同室の方のお名前をご記入ください。

※申込みをされない場合は記入の必要はありません。
※宿泊は、６月５日のみ可能です。満室で、お受けできない場合もございますのでご了承ください。

予約〔可あるいは不可〕は、日本私学教育研究所から送付される参加確認証に記載いたします。

⑧ グループ・ディスカッション 振替払込金受領証(コピー)貼付欄
第１希望

希望テーマ
※A～Dのサブテーマから、

希望するものを第2希望
第２希望

までご記入ください。

⑨グループ・ディスカッションのサブテーマ（A～D）
以外に話し合いを希望する「テーマ」がございまし
たらご記入ください。

⑩ 通信欄

※郵送，FAXでお申し込みください。（FAXの場合、振替払込金受領証も同時にお送りください。） 受付番号
※複数名の参加の場合は、恐れ入りますが、本参加申込書をコピーしてご記入ください。


